
M
a
k
i
r
a
)

島、

マ
レ
ー
タ

(Malaita)

島、

(
H
o
n
i
a
r
a
)
 

サ
ン
タ
・
イ
ザ
ベ
ル
島

(
S
a
n
t
a
Isabel)
、

ジ
ョ
ー
ジ
ア

(
N
e
w
G
e
o
r
g
i
a
)

島、

＇ 

ヽ

は

じ

め

に

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

一
、
は
じ
め
に

二
、
刑
事
裁
判
制
度

―
―
-
、
刑
事
制
裁

四
、
お
わ
り
に

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル

ソ

ロ

モ

ン

諸

島

(
S
o
l
o
m
o
n
Islands) 
は
ヽ

(
G
u
a
d
a
l
c
a
n
a
l
)

島、

人
口
は
、
約
五
五
万
―

1
0
0
0
人
で
あ
る
。
首
都
は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
ホ
ニ
ア
ラ

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

永

で
あ
り
、
約
五
万
人
が
暮
ら
し
て
い

大
き
な
島
と
、
八
六
の
小
さ
な
島
か
ら
な
る
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
島
嶼
国
家
で
あ
る
。
総
面
積
は
二
万
八
四
五

0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

シ
ュ
ワ
ズ
ー
ル

サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
バ
ル

(
P
a
p
u
a
 N
e
w
 G
u
i
n
e
a
)
 

田

(Choiseul)

島
の
六
つ
の

（
マ
キ
ラ
）

(
S
a
n
 Cristobal 

の
東
に
位
置
す
る
ニ
ュ
ー

一
六

憲

キ
リ
バ
ス
共
利
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

（
七
七
八
）

史



ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

ラ
イ
ン
諸
島
に
も
定
住
す
る
者
が
現
れ
た
。

0
六
年
の
こ
と
で
あ
り
、

o
f
 V
a
n
u
a
t
u
)
 

ス
ペ
イ
ン
人
の
メ
ン
ダ
ー
ニ
ャ

(
F
u
n
a
f
u
t
i
)
 

ツ
ヴ
ァ
ル

で
あ
る
。

(
T
u
v
a
l
u
)
 
は
ヽ

万
五

0
0
0
人
で
あ
る
。
首
都
は
タ
ラ
ワ

一
八
九
二
年
、
イ
ギ
リ
ス
は
、

(
M
e
n
d
a
i
i
a
)
 

ス
ペ
イ
ン
人
の
キ
ロ
ス

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

(
Q
u
i
r
o
s
)

が
島
々
を
確
認
し
た
。

一七

（
七
七
九
）

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、

一
九
低
紀
末
に
な
る
と
、

か
ら
、
遅
く
と
も
紀
元
前

0
年
前
に
は
拡
散
が
行
な
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
今
日
の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
東
南
部
や
、
今
日
の
ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
共
和
国

(
R
e
p
u
b
l
i
c

に
あ
た
る
ニ
ュ
ー
・
ヘ
ブ
リ
デ
ィ
ズ
諸
島

(
N
e
w
H
e
b
r
i
d
e
s
;
 
N
o
u
v
e
l
l
e
s
 H
e
b
r
i
d
e
s
)
 

(
1
)
 

0
0
0
年
頃
ま
で
に
は
拡
散
が
行
な
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
こ
の
地
に
到
達
し
た
の
は
、
紀
元
後
一
五
六
八
年
で
あ
り
、

(
2
)
 

が
島
々
を
確
認
し
た
。
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
に
到
達
し
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
遅
れ
て
一
六

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
は
、
今
日
の
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

(
P
a
p
u
a
 N
e
w
 G
u
i
n
e
a
)
 

エ
リ
ス
諸
島
を
一
括

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
諸
島
と

に
あ
た
る
地
域
か
ら
、
遅
く
と
も
約
二
万
九

0
0

(
T
a
r
a
w
a
)
 

キ
リ
バ
ス
共
和
国
の
南
に
位
置
す
る
エ
リ
ス
諸
島

(Ellice
Islands) 

国
家
で
あ
る
。
総
面
積
は
二
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
人
口
は
、

約
一
万
一
八

0

0
人
で
あ
る
。
首
都
は
フ
ナ
フ
テ
ィ

か
ら
な
る
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
嶼

で
あ
り
、
全
人
口
の
約
一
二
分
の
一
が
暮
ら
し
て
い
る
。

そ
の
排
他
的
経
済
水
域

(
E
x
c
l
u
s
i
v
e
 E
c
o
n
o
m
i
c
 Z
o
n
e
:
 E
E
 
N
)
 

キ
リ
バ
ス
共
和
国

(
R
e
p
u
b
l
i
c
o
f
 Kiribati) 

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国

(
R
e
p
u
b
l
i
c
o
f
 t
h
e
 M
a
r
s
h
a
l
l
 Islands) 

三
三
の
環
礁
か
ら
な
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
及
び
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
跨
る
島
嶼
国
家
で
あ
る
。
総
面
積
は
八
一

は
、
約
三
六

0
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
人
口
は
、
約
一
〇

置
す
る
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

(Gilbert
Islands)
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
諸
島

(
P
h
o
e
n
i
x
Islands)
、

る。 る
。
行
政
上
、
中
央
県

(
C
e
n
t
r
a
l
p
r
o
v
i
n
c
e
)
 

は
ヽ

な
ど
九
つ
の
県
と
ホ
ニ
ア
ラ
の
首
都
特
別
地
域

一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

ラ
イ
ン
諸
島

(
L
i
n
e
I
s
l
a
n
d
s
)
 

(capital 
territory) 

の
計

の
南
に
位

に
分
か
れ
て
い



一
九
七
八
年
に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
と
し
て
独
立
し
た
。

年
に
は
、
自
治
権
が
与
え
ら
れ
、

と
職
席
上
自
動
的
に
任
命
さ
れ
る
二
名
か
ら
な
る
立
法
議
会

が
地
方
政
府
議
会
に
代
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ヽ

こ
よ
り

,‘̀ 
一
九
七
六

Pacific) 

一
九
六
四
年
に
は
、

選
挙
に
よ
る

一
名

方
政
府
議
会

士
で
設
立
さ
れ
た
。
(local 
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 council) 
が
一
九
五
八
年
に
マ
レ
ー
タ
島
で
作
ら
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、

一
九
六
四
年
ま
で
に
全

る
イ
ギ
リ
ス
の
主
導
の
下
、
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

激
し
い
戦
闘
の
後
、

こ
れ
ら
の
地
域
は
独
立
へ
の
歩
み
を
宗
主
国
で
あ

な
っ
た
。

一
八
九
九
年
に
支
配
下
に
置
い
た
。

ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル

(
B
o
u
g
a
i
n
v
i
l
l
e
)

島
以
外
に
つ
い
て
、

第
五
八
巻
五
号

し

て

保

護

領

(protectorate)

が
、
司
法
権
は
西
太
平
洋
高
等
弁
務
官
裁
判
所

(
H
i
g
h
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
'
s
 C
o
u
r
t
 for t
h
e
 W
e
s
t
e
r
n
 Pacific) 

有
す
る
こ
と
と
な
り
、

r
 
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
)
 

関
法

立

法

権

は

西

太

平

洋

高

等

弁

務

官

(
W
e
s
t
e
r
n
 
Pacific 
H
i
g
h
 

一
八
九
六
年
に
駐
在
弁
務
官

(resident
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
)
 

現
在
の
サ
モ
ア
独
立
国

(
I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
S
t
a
t
e
 o
f
 S
a
m
o
a
)
 
に
あ
た
る
サ
モ
ア
西
部
を
ド
イ
ツ
が
領
有
す
る
こ
と
を
黙
認
す
る
代
償
と

し
て
、
そ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
西
部
の
う
ち
、

一
九
一
六
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
諸
島
の
支
配
権
を
主
張
し
た
た
め
、

イ
ギ
リ
ス
と
の
協
議
に
よ
り
、

一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
二
年
に
か
け
て
、
我
が
国
が
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
や
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
を
相
次
い
で
占
領
し
た
も
の
の
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
り
奪
還
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

（
七
八

0
)

一
九
三
八
年
、

共
同
統
治
を
行
な
う
こ
と
と

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
勧
告
的
な
議
会
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
西
太
平
洋
高
等
弁
務
官
に
任
命
さ
れ
た
者
か
ら
な
る
地

一
九
六
―
一
年
、
西
太
平
洋
高
等
弁
務
官
裁
判
所
は
、
西
太
平
洋
高
等
裁
判
所

(
H
i
g
h
C
o
u
r
t
 for t
h
e
 W
e
s
t
e
r
n
 

に
改
組
さ
れ
、
判
事
や
治
安
判
事
が
植
民
地
の
者
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(
A
s
s
e
m
b
l
y
)
 

一
九
七
八
年
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
独
立
令

(
S
o
l
o
m
o
n
I
s
l
a
n
d
s
 I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
 O
r
d
e
r
 1
9
7
8
)
 

と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、

が
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
着
任
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、

八

が



不
透
明
で
あ
る
。

モ
ン
諸
島
は
、
魚
類
や
コ
プ
ラ
の
輸
出
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
キ
リ
バ
ス
共
和
国
は
、

が
枯
渇
し
て
以
降
、
漁
業
権
収
入
や
コ
プ
ラ
の
生
産
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ベ
ル
ド
メ
イ
ン
の
t
v
の
使
用
権
を
海
外
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
に
貸
与
す
る
な
ど
し
て
い
る
が
、
安
定
的
な
収
入
を
確
保
で
き
る
か
は

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

の
国
も
、
経
済
的
に
は
苦
し
く
、
我
が
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

(Beretitenti) 
が
行
政
の
長
で
あ
る
。

、
ク
ロ
ネ
シ
ア
系
住
民
が
多
く
、

が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
議
院
が
立
法
議
会

ツ
ヴ
ァ
ル
は
、

い
ず
れ
の
国
も
立
憲
君
主
制
を
採
り
、
国
家
元
首
は
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世

一
方
、

一
九

コ
プ
ラ
の
生
産
の
ほ
か
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
援
助
が
国
家
財
政
を
支
え
て
い
る
。

オ
ー
シ
ャ
ン
島

(
Q
u
e
e
n
 E匂
i
g
b
e
t
h
I
I
)

し、

ツ
ヴ
ァ
ル
と
し
て
独
立
し
た
。

ス
共
和
国
と
し
て
独
立
し
た
。
大
統
領

エ
リ
ス
諸
島
は
、

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
と
エ
リ
ス
諸
島
は
分
離
し
て
独
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

バ
ー
ト
諸
島
と
エ
リ
ス
諸
島
の
そ
れ
ぞ
れ
に
自
治
権
が
与
え
ら
れ
た
。
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
は
、

で
あ
る
。
ま
た
、
ど

(
O
c
e
a
n
 Island) 

（
七
八
一
）

ト
ッ
プ
レ

の
燐
鉱
石

一
九
七
八
年
に
憲
法
を
制
定

一
九
七
九
年
に
憲
法
を
制
定
し
、
キ
リ
バ

七
四
年
の
住
民
投
票
に
よ
り
、

一
九
七
七
年
に
は
、

改
組
さ
れ
た
。
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
は
、

エ
リ
ス
諸
島
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
住
民
が
多
か
っ
た
た
め
、

(
C
o
u
n
c
i
l
 o
f M
i
n
i
s
t
e
r
s
)
 

(
H
o
u
s
e
 o
f A
s
s
e
m
b
l
y
 ;
 M
a
n
e
a
b
a
 ni M
a
u
n
g
a
t
a
b
u
)
 

に
よ
り
、
植
民
地
政
府
が
設
け
ら
れ
、

ソ
ロ

ギ
ル
一
九 に

I
s
l
a
n
d
s
 (
A
m
e
n
d
m
e
n
t
)
 O
r
d
e
r
 1
9
7
1
)
 

一
九
七
四
年
に
は
、
行
政
を
行
な
う
大
臣
評
議
会

(Legislative C
o
u
n
c
i
l
)
 
も
作
ら
れ
た
。

一
九
七
一
年
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
及
び
エ
リ
ス
諸
島
（
修
正
）
令

(
T
h
e
G
i
l
b
e
r
t
 a
n
d
 Ellice 

こ°f
 
さ
ら
に
、

一
九
六
七
年
、

議

院

(
H
o
u
s
e
o
f 
R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
v
e
s
)
 
が
設
立
さ
れ
、

一
九
七

0
年
に
は
、

立

法

評

議

会

a
n
d
 Ellice 
I
s
l
a
n
d
s
 O
r
d
e
r
 1
9
6
3
)
 

ヽ

こ
よ
り

r
,
’
 

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
と
エ
リ
ス
諸
島
行
政
評
議
会

(
E
x
e
c
u
t
i
v
e
C
o
u
n
c
i
l
)
 

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
及
び
エ
リ
ス
諸
島
で
は
、

一
九
六
三
年
に
、

が
設
立
さ
れ

一
九
六
三
年
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
及
び
エ
リ
ス
諸
島
令

(
T
h
e
G
i
l
b
e
r
t
 



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

月、
こ
う
し
た
中
、

援
し
、

関
法

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
大
学
で
学
ぶ
し
か
な
い
。

ス
で
一
九
六
一
年
一
月
一
日
に
有
効
で
あ
っ
た
法
律
、

(Pacific 
Islands F
o
r
u
m
:
 P
I
F
)
 

第
五
八
巻
五
号

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
は
、
法
曹
資
格
を
得
る
た
め
の
試
験
が
行

コ
モ
ン
・
ロ
ー
、
慣
習
、
国
際
法

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
と
も
に
、
太
平
洋
島
嶼
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
K
e
m
a
k
e
 g）
首
相
は
、
一
―

0
0
三
年
七

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
は
、

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
マ
レ
ー
タ
島

一
九
九
二
年
以
降
、

（
七
八
二
）

パ
プ

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
は
、
歴
史
的
に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
属
す
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
領
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
島
の
独
立
を
支

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
対
立
し
て
き
た
。
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
島
に
は
世
界
有
数
の
銅
山
が
あ
る
上
、

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
軍
が
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
領
内
に
侵
人
し
、
住
民
を
殺
害
す
る
な
ど
し
た
た
め
、
条
約
の
締
結
や
両
国
の
合
同
国
境
監
視
制

度
の
創
設
な
ど
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
対
立
の
火
種
が
燻
っ
て
い
る
。
ま
た
、

か
ら
の
移
住
者
が
増
加
し
て
対
立
が
生
じ
、
―

1
0
0
0年
六
月
に
は
、

そ
の
後
、
和
平
協
定
が
結
ば
れ
た
も
の
の
、
治
安
が
悪
化
す
る
な
ど
し
た
た
め
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
支
援
を
要
請
し
た
。

Islands
 ;
 R
A
M
S
I
)
 
と
し
て
軍
隊
及
び
警
察
官
を
派
遣
し
、
治
安
の
回
復
を
図
っ
た
。
ま
た
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
と
ツ
ヴ
ァ
ル
で
は
、

近
時
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
に
よ
る
国
土
の
侵
食
が
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
法
状
況
を
見
る
と
、

マ
レ
ー
タ
系
武
装
勢
力
に
首
相
が
拘
束
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、

の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
対
す
る
地
域
支
援
任
務

(
R
e
g
i
o
n
a
l
A
s
s
i
s
t
a
n
c
e
 M
i
s
s
i
o
n
 to t
h
e
 S
o
l
o
m
o
n
 

コ
モ
ン
・
ロ
ー

ケ
マ
ケ
ザ

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
は
、
憲
法
、
定
数
五

0
人
で
任
期
四
年
の
一
院
制
の
議
会
が
制
定
し
た
法
律
、
イ
ギ
リ

(
c
o
m
m
o
n
 l
a
w
)
、
慣
習
法
な
ど
が
法
源
と
さ
れ
て
い
る
。
キ

リ
バ
ス
共
和
国
で
は
、
憲
法
、
定
数
五
二
人
で
任
期
四
年
の
一
院
制
の
立
法
議
会
が
制
定
し
た
法
律
、

(
5
)
 

な
ど
が
法
源
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

し
た
法
律
、
慣
習
法
、
適
用
が
議
会
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
、

(
7
)
 

法
曹
に
つ
い
て
見
る
と
、
い
ず
れ
の
国
も
国
内
に
法
曹
養
成
機
関
が
存
在
し
な
い
た
め
、
法
曹
志
望
者
は
、

ツ
ヴ
ァ
ル
で
は
、
憲
法
、
定
数
―
二
人
で
任
期
四
年
の
一
院
制
の
議
会

(
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
)

が
制
定

(
6
)
 

コ
モ
ン
・
ロ
ー
、
国
際
法
な
ど
が
法
源
と
さ
れ
て
い
る
。

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

―1
0
 



上
で
提
供
し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 o
f
 t
h
e
 S
o
u
t
h
 Pacific) 

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、 ．

．
 

）
 

く

ice
C
o
m
m
1
s
s
1
0
n
 

(
P
u
b
l
i
c
 Solicitor)

が
司
法
及
び
法
的
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会

の
助
百
に
従
っ
て
、
総
督

(
G
o
v
e
r
n
o
r
G
e
n
e
r
a
l
)
 

リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
で
は
、
法
曹
資
格
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
規
定
は
な
く
、
法
律
学
の
学
位
が
な
く
と
も
、
法
曹
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
。
キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
で
は
、
法
曹
は
い
ず
れ
も
五
人
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
、

(
9
)
 

曹

(
P
e
o
p
l
e
'
s
L
a
w
y
e
r
)

が
刑
事
弁
護
も
行
な
っ
て
い
る
。

オ
セ
ア
ニ
ア
諸
国
の
よ
う
に
、
人
口
が
少
な
く
、
領
土
が
点
在
す
る
国
家
に
お
い
て
、
刑
事
司
法
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か

は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
人
口
規
模
が
小
さ
く
、
刑
事
司
法
運
営
に
費
用
や
手
間
を
か
け
難
い
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
国
の
刑
事
司
法
制
度
を

参
考
に
す
る
こ
と
は
、
①
比
較
法
的
関
心
を
満
た
し
、
②
刑
種
の
少
な
い
我
が
国
に
新
た
な
刑
事
制
裁
の
可
能
性
を
も
た
ら
し
、
③
将
来
、

我
が
国
の
地
方
公
共
団
体
が
犯
罪
者
の
処
罰
や
処
遇
を
行
な
う
際
に
役
立
つ
知
見
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
(10) 

サ
モ
ア
独
立
国
に
続
い
て
、

ト
ン
ガ
王
国
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

(Judicial a
n
d
 L
e
g
a
l
 S
e
r
 ,
 

(
8
)
 

に
よ
り
任
命
さ
れ
、
被
告
人
の
弁
護
に
あ
た
る
。

ナ
ウ
ル
共
和
国
、

キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁
を
紹
介
し
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
、

ら
、
独
立
後
も
、
刑
事
法
の
規
定
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
た
め
、
ま
と
め
て
取
扱
う
こ
と
と
す
る
。
今
回
も
、
南
太
平
洋
大
学

(
T
h
e

の
人
文
科
学
及
び
法
学
部

(
F
a
c
u
l
t
y
o
f
 A
r
t
s
 a
n
d
 L
a
w
)
 

関
連
施
設
で
あ
る
、
太
平
洋
島
嶼
法
情
報
研
究
所

(Pacific
I
s
l
a
n
d
s
 L
e
g
a
l
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 Institute ;
 Pa
c
L
I
I
)

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

(
P
a
c
L
I
I
 D
a
t
a
b
a
s
e
)

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び

ツ
ヴ
ァ
ル
は
英
語
を
公
用
語
と
し
て
い
る
た
め
、
条
文
も
英
語
で
入
手
で
き
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
刑
事
司
法
制
度
に
つ
い
て
、
条
文
を

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
的
ソ
リ
シ
タ

の
法
学
科

(
S
c
h
o
o
l
of L
a
w
)
 

（
七
八
三
）

の

一
括
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
領
と
な
っ
て
い
た
経
緯
か

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、

ツ
ヴ
ァ
ル
で
は
、
国
民
法

一
方
、

キ
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ぺ
ぐ
,
<
Q
芸
院
茫
器
築
」
ヨ
怜
睾
・
浣
翠
忌
（
一
）
配
霊
国
戸
ヰ
回
口
ぐ

-1(<
―
-1(
望
出
く
一
早
ギ
匡
゜

(cY)) 
I
到
0
幽
引
旦

0~\--1'iWci,....J"-/
已

N
o
n
g
g
o
r
r
,
supra note 

1, 
at 
2
6
8
-
2
7
0
;
 
T
s
a
m
e
n
y
i
,
 
Kiribati, 

supra note 
1, 
at 
7
5
-
7
7
;
 

T
s
a
m
e
n
y
i
,
 Tuvalu, supra note 1, 

at 
3
4
2
-
3
4
4
 ;
 :ffl胤

EB-:EB菰
米
「

~II'\
怜
ぶ
卜
ざ
」
三
怜
懸
・
菩
翌
生

(
H
)
I
 I
 
I
 I
 I胆
(
~
戸
I
1111 
I
 I—

I I
 

Iii
回
I

I巨
Iii—

I
I匡
坦
肛
ぐ
要
萎
翠
l

「
/1(~
ロ
忍
入
卜
以
」
三
怜
賑
・
芸
翠
白
（
一
）
Iii 
I
回
軍
益
戸
Iii
回
＜
賦
r
令
匡
器
出
「
¥
性
茫
酸

薔
漉
回
巨
送
心
華
恙
碧
宍
」
三
怜
講
.

~ 忌
翠
忌
（
一
）
Ii 
1ITTO
冨
弐
戸
Iii
ギ
I
I―
Iii
令
Iii
皿
1(0

(-s::t<) 
N
o
n
g
g
o
r
r
,
 supra note 1, 

at 
270-271. 

(LD) 
T
s
a
m
e
n
y
i
,
 Kiribati, 

supra note 1, 
at 
77-79. 

(<.0) 
T
s
a
m
e
n
y
i
,
 Tuvalu, sujJra note 1, 

at 
344-346. 

(i:--) 
N
o
n
g
g
o
r
r
,
 supra note 1, 

at 2
9
4
-
2
9
5
;
 
T
s
a
m
e
n
y
i
,
 Kiribati, supra note 1, 

at 
98; 
T
s
a
m
e
n
y
i
,
 Tuvalu, supra note 1, 

at 363. 
;'¥ 

ロ
見
＼
翌
窒
Q
坦
掴
rn-<o
竺
忌
幸
や
枷
終
ふ
0
心゚

(oo) 
Art. 
9
2
 the Constitution of S

o
l
o
m
o
n
 Islands. 

(o,) 
s. 
3
 (3) 
(a), 
C
a
p
 3
A
 L
a
w
s
 of T
u
v
a
l
u
 R
e
v
i
s
e
d
 Edition 1990. 



ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

置
か
れ
て
い
る
。

三
人
以
上
の
判
事

(justice)

D
)
 (10)

拙
稿
「
ト
ン
ガ
王
国
の
刑
事
制
裁
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
六
巻
四
号
（
二

0
0
六
）
七
五
頁
以
下
、
「
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
刑
事
制

裁
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
七
巻
五
号
（
二

0
0
八
）
四
七
頁
以
下
、
「
ナ
ウ
ル
共
和
国
に
お
け
る
拘
禁
刑
の
代
替
策
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五

七
巻
六
号
（
二

0
0
八
）
九
三
頁
以
下
、
「
ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
の
刑
事
制
裁
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
八
巻
一
号
(
―

1
0
0
八
）
七
五
頁
以
下
、

「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
刑
事
制
裁
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
八
巻
三
号
(
―

1
0
0
八
）
五

0
頁
以
下
、
「
サ
モ
ア
独
立
国
の
刑
事
制
裁
」
関
西

大
学
法
学
論
集
五
八
巻
四
号
（
二

0
0
八
）
―
-
三
頁
以
下
。

(11) 

http:/ ＼ paclii.org. v
u
 ¥
．
ミ
ラ
ー
サ
イ
ト
は
、

http:/＼
 
w
w
w
.
p
a
c
l
i
i
.
o
r
g
 ¥. 

ソ
ロ
モ
ン
諸
島

(12) 

ま
ず
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
で
刑
事
制
裁
が
ど
の
よ
う
な
手
続
で
科
さ
れ
る
か
を
見
て
お
く
こ
と
と
し
た
し

司
法
及
び
法
的
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会
の
助
言
に
従
っ
て
総
督
が
任
命
す
る
、

(13) 

P
r
o
s
e
c
u
t
i
o
n
s
)

が
行
な
う
。

地
域
裁
判
所

(
L
o
c
a
l
C
o
u
r
t
)

が
、
地
域
評
議
会

(14) 

者
が
違
反
し
た
事
件
の
第
一
審
と
さ
れ
て
い
る
。
六
月
以
下
の
拘
禁
刑

(
i
m
p
r
i
s
o
n
m
e
n
t
)

（
約
三

0
0
0
円。

-
S
I
D
一
五
円
で
換
算
。
以
下
同
じ
）

に
よ
り
、
法
と
慣
習
に
従
っ
て
審
理
さ
れ
る
。
地
域
裁
判
所
は
、

地
域
裁
判
所
か
ら
の
第
二
審
と
、
法
定
刑
が
一
四
年
以
下
の
拘
禁
刑
の
犯
罪
に
関
わ
る
事
件
の
第
一
審
の
管
轄
を
有
ず
る
の
が
、
治
安

以
下
の
罰
金
刑

(fine)

ほ
と
ん
ど
全
て
の
県

(
p
r
o
v
i
n
c
e
)

~ 
（
七
八
五
）

に

を
賦
科
で
き
る
。
地
域
の
慣
習
に
詳
し
い

ー

起
訴
は
、

二、

刑

事

裁

判

制

度

(
A
r
e
a
 C
o
u
n
c
i
l
)
 

又
は
一
―
0
0
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
ド
ル

に
よ
り
制
定
さ
れ
た
条
例

(
b
y
l
a
w
)
 

(
S
I
 

に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
国
籍

公
的
訴
追
長
官

(
D
i
r
e
c
t
o
r
o
f
 P
u
b
l
i
c
 



権
を
有
す
る
高
等
裁
判
所
委
員

(21) 

判
断
権
を
有
す
る
。

(solicitor) 

O
S
I
D
 

事
長
官

(
p
r
i
n
c
i
p
a
l
m
a
g
i
s
t
r
a
t
e
)
、

関
法

第
五
八
巻
五
号

判
事
裁
判
所

(
M
a
g
i
s
t
r
a
t
e
s
'
C
o
u
r
t
)

任
命
さ
れ
る
。
治
安
判
事
長
官
は
、

(22) 

で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
法
の
解
釈
を
争
う
場

リ
ス
タ

Jゞ
 

(barrister) 

又
は
ソ
リ
シ
タ

一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
一
―
〇

（
約
一
万
五

0
0
0
円
）
以
下
の
罰
金
刑
を
賦
科
で
き
、

(15) 

で
あ
る
。
四
か
所
に
置
か
れ
て
い
る
。
司
法
及
び
法
的
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会
に
よ
り
、
治
安
判

一
級
治
安
判
事

(first
c
l
a
s
s
 m
a
g
i
s
t
r
a
t
e
)
、
-
―
級
治
安
判
事

(
s
e
c
o
n
d
c
l
a
s
s
 m
a
g
i
s
t
r
a
t
e
)

が

五
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
一

O
O
O
S
I
D

一
級
治
安
判
事

(first
c
l
a
s
s
 m
a
g
i
s
t
r
a
t
e
)

及
び
二
級
治
安
判
事

(
s
e
c
o
n
d
c
l
a
s
s
 m
a
g
i
s
t
r
a
t
e
)
 

（約一―

1
0
0
0
円
）
以
下
の
罰
金
刑
を
賦
科
で
き
る
。

治
安
判
事
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
と
、
法
定
刑
が
一
四
年
を
超
え
る
拘
禁
刑
の
犯
罪
に
関
わ
る
事
件
の
第
一
審
の
管
轄
を
有
す
る
の
が
、

(16) 

高
等
裁
判
所

(
H
i
g
h
C
o
u
r
t
)

で
あ
る
。
高
等
裁
判
所
長
官

(
C
h
i
e
f
J
u
s
t
i
c
e
)

と
陪
席
高
等
裁
判
所
判
事

(
p
u
i
s
n
e
j
u
d
g
e
)

に
よ
っ

(17)

（

18) 

て
構
成
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
任
命
は
、
司
法
及
び
法
的
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会
の
助
言
に
従
っ
て
、
総
督
が
行
な
う
。
そ
の
要
件
と
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
連
邦
の
国
家
又
は
他
の
国
家
で
裁
判
官
と
し
て
務
め
た
こ
と
が
あ
る
か
、

(19) 

と
し
て
五
年
以
上
の
実
務
経
験
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
等
裁
判
所
判
事
に
欠
員
が
生
じ
、
高
等

裁
判
所
判
事
を
す
ぐ
さ
ま
任
命
で
き
な
い
場
合
、
高
等
裁
判
所
判
事
の
全
部
又
は
一
部
の
職
務
を
担
わ
せ
る
た
め
、
司
法
及
び
法
的
サ
ー

ヴ
ィ
ス
委
員
会
の
助
言
に
従
っ
て
、
総
督
は
、

(
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
)
 

高
等
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
を
行
な
う
の
が
、
上
訴
裁
判
所

(
C
o
u
r
t
o
f
 A
p
p
e
a
l
)
 

裁
判
所
長
官

(
P
r
e
s
i
d
e
n
t
o
f
 t
h
e
 C
o
u
r
t
 o
f
 A
p
p
e
a
l
)
 
と
上
訴
裁
判
所
判
事

(Justice)

ま、
＇ 

い
ず
れ
も
、
略
式
手
続
で
行
な
わ
れ
る
。

バ
リ
ス
タ
又
は
ソ
リ
シ
タ
の
資
格
の
あ
る
者
を
高
等
裁
判
所
判
事
と
同
様
の
権
限
及
び
特

(20) 

に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
高
等
裁
判
所
は
憲
法
の
解
釈
に
つ
い
て
の

合
に
の
み
、
上
訴
が
認
め
ら
れ
る
。
量
刑
を
争
う
た
め
の
上
訴
は
、
例
外
的
に
、
上
訴
裁
判
所
の
許
可
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
上
訴

(23) 

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
任
命

ニ
四

（
七
八
六
）



る。
ト
ラ
リ
ア
ド
ル

二
五

（
約
四
万
円
）
を
超
え
る
罰
金
刑
の
犯

(24) 

は
、
司
法
及
ひ
法
的
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会
の
助
言
に
従
っ
て
、
総
督
が
行
な
う
。
高
等
裁
判
所
長
官
及
び
陪
席
高
等
裁
判
所
判
事
は
、
職

(25)

（

26) 

席
上
、
上
訴
裁
判
所
判
事
と
な
る
。
通
常
、
高
等
裁
判
所
長
官
が
上
訴
裁
判
所
長
官
と
な
る
。
高
等
裁
判
所
で
の
審
理
を
行
な
っ
た
者
は

(27) 

上
訴
裁
判
所
で
の
審
理
に
加
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
司
法
及
び
法
的
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会
の
助
言
に
従
っ
て
、
総
督
が
上
訴
裁
判

(28)

（

29) 

所
長
官
の
代
行
を
一
時
的
に
任
命
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
上
訴
裁
判
所
で
は
、
原
則
と
し
て
、
三
人
の
多
数
決
に
よ
り
判
断
を
行
な
う
。

こ
の
他
に
、
慣
習
的
土
地
上
訴
裁
判
所

(
c
u
s
t
o
m
a
r
y
l
a
n
d
 a
p
p
e
a
l
 court)

が
あ
る
が
、
刑
事
裁
判
は
行
な
わ
れ
な
い
。

(30) 

次
に
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
で
刑
事
制
裁
が
ど
の
よ
う
な
手
続
て
科
さ
れ
る
か
を
見
て
お
く
こ
と
と
し
た
し

起
訴
は
、
検
事
総
長

(
A
t
t
o
r
n
e
y
G
e
n
e
r
a
l
)
 
の
指
不
の
下
、
警
察
官

(police
officer)

が
行
な
う
。

治
安
判
事
裁
判
所

(
M
a
g
i
s
t
r
a
t
e
s
'
C
o
u
r
t
)

が
通
常
第
一
審
と
さ
れ
て
い
る
。
法
定
刑
が
五
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五

0
0
オ
ー
ス

(
A
U
D
)
 

2
．
キ
リ
バ
ス
共
和
国

（
約
四
万
円
。

-
A
U
D
八
0
円
で
換
算
。
以
下
同
じ
）
以
下
の
罰
金
刑
の
犯
罪
に
関
わ
る
事
件
の
管
轄
を

有
す
る
。
首
席
治
安
判
事

(presiding
m
a
g
i
s
t
r
a
t
e
) 
と
二
名
の
治
安
判
事
の
計
三
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
キ
リ
バ
ス
共
和
国
全

土
に
二
四
の
治
安
判
事
裁
判
所
が
置
か
れ
て
い
る
。
治
安
判
事
裁
判
所
で
は
、
慣
習
に
基
づ
き
、
軽
微
事
犯
に
対
し
て
、
和
解

(reconciliation)

を
促
進
し
、
友
好
的
な
方
法
に
よ
る
事
件
の
解
決
を
支
援
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
事
件
が
解

決
す
れ
ば
、
刑
事
手
続
を
中
止
又
は
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
修
復
的
司
法
の
一
形
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

治
安
判
事
裁
判
所
か
ら
の
第
二
審
と
、
法
定
刑
が
五
年
を
超
え
る
拘
禁
刑
又
は
五
O
O
A
U
D

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ッ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

（
七
八
七
）
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罪
に
関
わ
る
事
件
の
第
一
審
の
管
轄
を
有
す
る
の
が
、
高
等
裁
判
所

(
H
i
g
h
C
o
u
r
t
)
 

(33) 

と
高
等
裁
判
所
判
事

(
j
u
d
g
e
)

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
高
等
裁
判
所
長
官
の
任
命
は
、
公
共
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会

(
P
u
b
l
i
c
S
e
r
v
i
c
e
 

(34) 

c
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)

の
同
意
を
得
た
後
に
、
内
閣

(
C
a
b
i
n
e
t
)

の
助
言
に
従
っ
て
、
大
統
領
が
行
な
う
。
高
等
裁
判
所
判
事
の
任
命
は
、
公

(35) 

共
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会
に
お
け
る
高
等
裁
判
所
長
官
の
助
言
に
従
い
、
大
統
領
が
行
な
う
。
い
ず
れ
も
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
又
は
他
の
国

家
で
裁
判
官
と
し
て
務
め
た
こ
と
が
あ
る
か
、
バ
リ
ス
タ
又
は
ソ
リ
シ
タ
と
し
て
五
年
以
上
の
実
務
経
験
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

(36) 

て
い
る
。
ま
た
、
高
等
裁
判
所
判
事
に
欠
員
が
生
じ
、
高
等
裁
判
所
判
事
を
す
ぐ
さ
ま
任
命
で
き
な
い
場
合
、
高
等
裁
判
所
判
事
の
全
部

又
は
一
部
の
職
務
を
担
わ
せ
る
た
め
、

高
等
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
を
行
な
う
の
が
、
上
訴
裁
判
所

(
C
o
u
r
t
o
f
 A
p
p
e
a
l
)
 

合
に
の
み
、
上
訴
が
認
め
ら
れ
る
。
鼠
刑
を
争
う
た
め
の
上
訴
は
、
例
外
的
に
、
上
訴
裁
判
所
の
許
可
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
上
訴

裁
判
所
長
官

(
P
r
e
s
i
d
e
n
t
o
f
 t
h
e
 C
o
u
r
t
 o
f
 A
p
p
e
a
l
)
 
と
上
訴
裁
判
所
判
事
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
上
訴
裁
判
所
長
官
の
任
命
は
、

(39)

（

40) 

公
共
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会
と
の
協
議
後
に
内
閣
の
助
言
に
従
い
、
大
統
領
が
行
な
う
。
通
常
、
高
等
裁
判
所
長
官
が
兼
任
す
る
。
上
訴
裁

判
所
判
事
は
、
高
等
裁
判
所
判
事
が
兼
任
す
る
。
高
等
裁
判
所
で
の
審
理
を
行
な
っ
た
者
は
上
訴
裁
判
所
で
の
審
理
に
加
わ
る
こ
と
は
で

き
な
い
た
め
、
公
共
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会
に
お
け
る
高
等
裁
判
所
長
官
の
助
言
に
従
っ
て
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
又
は
他
の
国
家
で
裁
判
官

と
し
て
務
め
た
こ
と
が
あ
る
か
、

（
七
八
八
）

(32) 

で
あ
る
。
高
等
裁
判
所
長
官

(
C
h
i
e
f
Justice) 

バ
リ
ス
タ
又
は
ソ
リ
シ
タ
の
資
格
の
あ
る
者
を
高
等
裁
判
所
判
事
と
同
様
の
権
限
及
び
特
権
を
有

(37) 

に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
審
の
場
合
、
複
数
で
審
理
を
行
な
う
が
、
治
安
判
事

一
名
で
審
理
を
行
な
う
。

バ
リ
ス
タ
又
は
ソ
リ
シ
タ
と
し
て
五
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
者
を
大
統
領
が
上
訴
裁
判
所
判
事
と

(

4

2

)

(

4

3

)

 

し
て
一
時
的
に
任
命
す
る
こ
と
も
で
ぎ
る
。
上
訴
裁
判
所
で
は
、
原
則
と
し
て
、
三
人
の
多
数
決
に
よ
り
判
断
を
行
な
う
。

裁
判
所
か
ら
の
第
二
審
の
場
合
、

す
る
高
等
裁
判
所
委
員

関
法

(
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
)
 

(38) 

で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
法
の
解
釈
を
争
う
場

二
六



四
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
二

O
O
A
U
D

治
安
判
事
裁
判
所
で
拘
禁
刑
又
は
一

O
A
U
D

会

(Judicial
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 o
f
 P
r
i
v
y
 C
o
u
n
c
i
l
)
 

原
則
と
し
て
、
上
訴
裁
判
所
が
終
審
と
な
る
が
、
憲
法
解
釈
な
ど
に
つ
い
て
は
、
高
等
裁
判
所
か
ら
、

(44) 

へ
の
上
訴
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

こ
の
他
に
、
土
地
裁
判
所

(
L
a
n
d
C
o
u
r
t
)
 

最
後
に
、

共
サ
ー
ヴ
ィ
ス
委
員
会

(
P
u
b
l
i
c
S
e
r
v
i
c
e
 c
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)
 

(
G
o
v
e
r
n
o
r
 G
e
n
e
r
a
l
)

が
行
な
う
。
審
理
は
三
名
で
行
な
わ
れ
、
多
数
決
で
判
断
さ
れ
る
。

島
裁
判
所
か
ら
の
第
二
審
と
、
法
定
刑
が
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
一
―

0
0
A
U
D
 

3 

ッ

ヴ

ア

）レ

行
な
わ
れ
な
い
。

二
七 ロ

ン
ド
ン
の
枢
密
院
司
法
委
員

と
も
呼
ば
れ
る
五
人
の
合
議
体
か
ら
な
る
治
安
判
事
裁
判
所
が
あ
る
が
、
刑
事
裁
判
は

(45) 

ツ
ヴ
ァ
ル
で
刑
事
制
裁
が
ど
の
よ
う
な
手
続
で
科
さ
れ
る
か
を
見
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

(46) 

島
裁
判
所

(island
court)

が
通
常
第
二
番
と
さ
れ
て
い
る
。
法
定
刑
が
六
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
一

O
O
A
U
D

の
助
言
と
高
等
裁
判
所
長
官

(
C
h
i
e
f
Justice) 

（
約
八

0
0
0

円
）
以
下
の
罰
金
刑
の
犯
罪
と
島
裁
判
所
を
管
轄
と
ず
る
旨
を
法
律
上
規
定
さ
れ
た
犯
罪
に
関
わ
る
事
件
と
の
管
轄
を
有
す
る
。
首
席
治

安
判
事

(
P
r
e
s
i
d
e
n
t
)
、
次
席
治
安
判
事
（
V
i
c
e
P
r
e
s
i
d
e
n
t
)
、
治
安
判
事
の
計
三
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
任
命
は
、
公

と
治
安
判
事
裁
判
所

(
m
a
g
i
s
t
r
a
t
e
s
'
c
o
u
r
t
)

を
管
轄
と
す
る
旨
を
法
律
上
規
定
さ
れ
た
犯
罪
に
関
わ
る
事
件
の
第
一
｛
番
の
管
轄
を
有
す

る
の
が
、
治
安
判
事
裁
判
所
で
あ
る
。

（
約
八

0
0
円
）
以
上
の
罰
金
刑
が
科
さ
れ
た
場
合
な
ど
の
上
訴
審
と
、
法
定
刑
が
一

（
約
一
万
六

0
0
0
円
）
を
超
え
る
罰
金
刑
の
犯
罪
と
上
席
治
安
判
事
裁
判
所

(
S
e
n
i
o
r

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ッ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

（
七
八
九
）

（
約
一
万
六

0
0
0
円
）
以
下
の
罰
金
刑
の
犯
罪

の
承
認
に
従
い
、
総
督
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M
a
g
i
s
t
r
a
t
e
'
s
 c
o
u
r
t
)

を
管
轄
と
す
る
旨
を
法
律
上
規
定
さ
れ
た
に
関
わ
る
事
件
の
第
一
審
の
管
轄
を
有
す
る
の
が
、
上
席
治
安
判
事

(48) 

裁
判
所
で
あ
る
。
五
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
一

O
O
O
A
U
D
（
約
八
万
円
）
以
下
の
罰
金
刑
を
科
し
う
る
。
も
っ
と
も
、
現
在
、
上
席

治
安
判
事
裁
判
所
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
治
安
判
事
が
巡
回
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

判
事

(
o
t
h
e
r
J
u
d
g
e
)
 

命
は
、
高
等
裁
判
所
長
官
と
の
協
議
の
後
、
内
閣

(
C
a
b
i
n
e
t
)

（
七
九
0
)

上
級
治
安
判
事
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
と
、
法
定
刑
が
一
四
年
を
超
え
る
拘
禁
刑
の
犯
罪
に
関
わ
る
事
件
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

(49) 

事
件
の
第
一
審
の
管
轄
を
有
す
る
の
が
、
高
等
裁
判
所

(
H
i
g
h
C
o
u
r
t
)

で
あ
る
。
高
等
裁
判
所
長
官

(
C
h
i
e
f
Jusitice)

と
複
数
の

(50)

（

51) 

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
高
等
裁
判
所
長
官
の
任
命
は
、
内
閣
の
助
言
に
従
い
、
総
督
が
行
な
う
。
判
事
の
任

(52) 

の
助
―
―
―
口
に
従
い
、
総
督
が
行
な
う
。
い
ず
れ
も
、

と
よ
く
似
た
法
制
度
を
有
す
る
国
家
で
判
事
の
経
験
が
あ
る
か
、
バ
リ
ス
タ
又
は
ソ
リ
シ
タ
と
し
て
五
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
者
で

(53)

（

54) 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
審
理
は
、
原
則
と
し
て
、
高
等
裁
判
所
長
官
と
一
名
の
判
事
の
計
二
名
で
行
な
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
(55) 

で
あ
る
。

高
等
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
と
、
あ
ら
ゆ
る
事
件
の
第
一
審
の
管
轄
を
有
す
る
の
が
、
上
訴
裁
判
所

(
C
o
u
r
t
o
f
 A
p
p
e
a
l
)
 

高
等
裁
判
所
長
官
と
三
名
以
上
の
判
事
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
判
事
の
任
命
は
、
内
閣
の
助
言
に
従
い
、
総
督
が
行
な
う
。
審
理
は
三

名
以
上
で
行
な
わ
れ
る
。

原
則
と
し
て
、
上
訴
裁
判
所
が
終
審
と
な
る
が
、
憲
法
解
釈
な
ど
に
つ
い
て
は
、
上
訴
裁
判
所
か
ら
、

(56) 

会
へ
の
上
訴
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

こ
の
他
に
、
土
地
裁
判
所

(
l
a
n
d
c
o
u
r
t
)
 

(57) 

な
わ
れ
な
い
。

(58) 

ツ
ヴ
ァ
ル
で
は
、
重
大
事
犯
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
軽
微
な
暴
行
や
交
通
違
反
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
、
飲
酒
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、

関
法

ロ
ン
ド
ン
の
枢
密
院
司
法
委
員

と
土
地
裁
判
所
上
訴
審
議
体

(
l
a
n
d
c
o
u
r
t
 a
p
p
e
a
l
 p
a
n
e
l
)

が
あ
る
が
、
刑
事
裁
判
は
行

ニ
八

ツ
ヴ
ァ
ル
の
法
制
度
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ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

奉
仕
命
令

点
は
共
通
し
て
い
る
。

キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

Art. 
119 (a), 
1
3
6
 the Constitution of Tuvalu・ 

C
a
p
 2
2
 L
a
w
s
 of T
u
v
a
l
u
 R
e
v
i
s
e
d
 Edition 1
9
7
8
.
 

T
s
a
m
e
n
y
i
,
 T
u
v
a
l
u
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 1
,
 

at 3
5
4
.
 

こ
の
他
、

さ
れ
て
お
り
、
計
八
種
類
の
刑
事
制
裁
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
キ
リ
バ
ス
共
和
国
て
は
、
居
所
指
定
命
令

(
r
e
s
i
d
e
n
c
e
o
r
d
e
r
)
 

(59) 

(
c
o
m
m
u
n
i
t
y
 s
e
r
v
i
c
e
 o
r
d
e
r
)

も
規
定
さ
れ
て
お
り
、
計
九
種
類
の
刑
事
制
裁
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

所
指
定
命
令
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、
八
種
類
の
刑
事
制
裁
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

(60) 

ロ
モ
ン
諸
島
と
キ
リ
バ
ス
共
和
国
て
は
、
憲
法
上
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
、
裁
判
所
は
、
公
判
に
お
い
て
、
被
告
人
に
対
す
る
訴
追
の
有
罪
が
立
証
さ
れ
た
と
考
え
る
も
の
の
、
被
告

人
の
性
格
、
経
歴
、
年
齢
、

シ
ョ
ン

(
p
r
o
b
a
t
i
o
n
)
、
警
察
監
視

い
ず
れ
の
国
も
、
死
刑
は
、
存
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ソ

ツ
ヴ
ァ
ル
で
は
、
居

と
社
会

(
p
u
n
i
s
h
m
e
n
t
)
 
が
規
定
さ
れ
て
い
る

い
ず
れ
の
国
も
、
被
害
弁
償

1

概
(56) 

(57) 

(58) 

況

三、

(
c
o
m
p
e
n
s
a
t
i
o
n
)
、
罰
金
刑
、
没
収

(forfeiture)
、
平
穏
維
持

(
p
o
l
i
c
e
 s
u
p
e
r
v
i
s
i
o
n
)
、
拘
禁
刑
の
七
種
類
の
刑
事
制
裁

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
は
、
宣
告
猶
予
監
視
命
令

(
s
u
s
p
e
n
d
e
d
s
e
n
t
e
n
c
e
 s
u
p
e
r
v
i
s
i
o
n
 o
r
d
e
r
)

も
規
定

な
し
に
又
は
条
件
付
き
で
、
刑
罰
を
科
す
こ
と
な
し
に
、
訴
追
を
終
結
す
る
よ
う

健
康
状
態
、
精
神
状
態
、
犯
罪
の
軽
微
性
、
犯
行
時
の
情
状
な
ど
に
鑑
み
、
有
罪
認
定
を
行
な
わ
ず
、
条
件

(
d
i
s
c
h
a
r
g
e
)

命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
有
罪
認
定
後
、
犯
罪
の
性
質
、
犯
罪
者
の
性
格
及
び
状
況
な
ど
に
鑑
み
、
司
法
の
利
益
と
な
る
と
裁
判
所
が
思
料
し
た
場
合
、

（
七
九
三
）

刑

事

制

裁

(
k
e
e
p
i
n
g
 t
h
e
 p
e
a
c
e
)
、
プ
ロ
ベ
ー



第
五
八
巻
五
号

（
七
九
四
）

犯
罪
に
対
す
る
損
害
回
復
を
含
む
、
有
罪
認
定
後
の
犯
罪
者
の
行
動
を
踏
ま
え
て
量
刑
判
断
を
行
な
う
た
め
に
、
犯
罪
者
の
同
意
を
得
て
、

(62) 

量
刑
の
延
期

(
d
e
f
e
r
m
e
n
t
o
f
 s
e
n
t
e
n
c
e
)

を
行
な
う
こ
と
が
て
き
る
。
廷
期
の
期
間
は
、
有
罪
認
定
の
日
か
ら
最
長
六
月
と
さ
れ
、
再

(63) 

延
期
は
認
め
ら
れ
な
い
。
延
期
の
期
間
内
に
、
対
象
者
が
別
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
た
と
ぎ
に
は
、
延
期
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
量
刑
を
行

(64) 

な
い
う
る
。
延
期
期
間
満
了
後
で
あ
っ
て
も
、
延
期
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
量
刑
を
行
な
う
た
め
に
、
裁
判
所
は
召
喚
令
状
又
は
逮
捕
令

(65) 

状
を
発
付
で
き
る
。

一
六
歳
未
滴
の
者
が
犯
罪
を
行
な
っ
た
場
合
で
、
十
分
な
親
又
は
監
護
者
が
与
え
る
と
予
測
さ
れ
る
養
育

(care)
、
保
護

(
p
r
o
t
e
c
t
i
o
n
)
、
統
制

(control)

を
受
け
る
こ
と
が
て
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
ぎ
に
は
、
有
罪
認
定
の
手
続
な
し
に
、
養
育
、
保
護
、

(66) 

統
制
の
措
置
が
と
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
親
又
は
監
護
者
以
外
で
そ
の
者
を
養
育
し
た
い
と
考
え
る
地
方
政
府
委
員
会

(local
g
o
v
 ,
 

e
r
n
m
e
n
t
 council)
、
宗
教
施
設
、
福
祉
団
体
、
そ
の
他
の
組
織
な
ど
に
養
育
を
命
ず
る
こ
と
や
、
誓
約
書

(
r
e
c
o
g
n
i
s
a
n
c
e
)

付
き
で

又
は
な
し
で
裁
判
所
が
適
切
と
思
料
す
る
金
額
の
保
証
金

(surety)

を
差
入
れ
さ
せ
た
上
で
、
親
又
は
監
護
者

(
g
u
a
r
d
i
a
n
)

に
適
切

な
養
育
又
は
監
護
を
命
ず
る
こ
と
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
命
令
は
、
原
則
と
し
て
、
対
象
と
な
る
犯
行
当
時
一
六
歳
未
満
の
者

(67) 

が
一
八
歳
に
な
る
ま
で
有
効
と
さ
れ
る
。
親
又
は
監
護
者
以
外
に
養
育
の
命
令
が
な
さ
れ
た
場
合
、
同
時
に
又
は
申
立
て
に
基
い
て
事
後

に
、
親
又
は
監
護
者
の
経
済
状
態
に
応
じ
て
一
六
歳
未
満
の
被
告
人
の
生
計
に
寄
与
す
る
よ
う
裁
判
所
が
適
切
で
あ
る
と
思
料
す
る
額
を

(68) 

養
育
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
に
支
払
う
よ
う
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
養
育
、
保
護
、
統
制
の
対
象
者
は
、
何
時
で
も
、
裁
判
所
に
対
し
て
命

令
の
変
更
又
は
取
消
し
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
裁
判
所
は
命
令
の
変
更
若
し
く
は
取
消
し
又
は
裁
判
所
が
便
宜
で
あ

(69) 

る
と
考
え
る
命
令
へ
の
代
替
を
行
な
う
こ
と
が
て
ぎ
る
。
対
象
者
が
養
育
者
の
下
か
ら
逃
亡
し
た
場
合
、
警
察
官
は
令
状
な
く
し
て
逮
捕

で
き
る
。
対
象
者
は
治
安
判
事
裁
判
所
に
連
行
さ
れ
、
裁
判
所
は
、
養
育
者
の
下
へ
の
連
戻
し
、
拘
禁
刑
の
賦
科
、
養
育
者
の
変
更
を
な

ま
た
、

関
法



(71) 

放
火

(
a
r
s
o
n
)

な
ど
の
犯
罪
に
よ
る
被
害
を
金
銭
に
よ
り
弁
償
す
る
よ
う
命
じ
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
裁
判
所
が
他
の
刑

事
制
裁
に
追
加
し
て
又
は
代
え
て
賦
科
で
き
る
。
被
害
弁
償
の
不
払
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
拘
禁
刑
を
科
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
被

害
弁
償
の
支
払
が
一
定
の
期
間
内
に
支
払
わ
れ
な
い
場
合
に
指
定
し
た
期
日
に
裁
判
所
に
出
頭
す
る
よ
う
条
件
付
け
る
誓
約
書
付
啓
又
は

(72) 

誓
約
書
な
し
の
保
証
金

(
b
o
n
d
)

を
差
入
れ
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
令
状

(
w
a
r
r
a
n
t
)

を
発
付
し
て
犯
罪
者
の
不
動

(73) 

(
d
i
s
t
r
e
s
s
)

又
は
売
却
に
よ
る
価
額
の
徴
収
を
行
な
い
う
る
。
そ
の
手
続
は
、
後
述
の
罰
金
刑
の
場
合
と

同
様
で
あ
る
。

一
六
歳
未
満
の
者
が
犯
罪
を
行
な
い
、
被
害
弁
償
が
科
さ
れ
る
場
合
、
親
又
は
監
護
者
に
支
払
が
命
じ
ら
れ
、
親
又
は
監
護
者
が
差
押

(74) 

え
を
受
け
、
不
払
を
理
由
に
拘
禁
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
刑
事
制
裁
の
一
身
専
属
性
に
反
し
、
不
当
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

被
害
の
内
容
を
表
示
・
表
現
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
者
に
自
己
が
惹
起
し
た
結
果
を
認
識
さ
せ
、
改
善
•
更
生
・
社
会
復
帰
の
契
機
と
す

(75) 

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
独
立
の
刑
事
制
裁
と
し
て
、
被
害
弁
償
命
令
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

産
若
し
く
は
動
産
の
差
押
え

2
．

被

害

弁

償

以
下
、
刑
事
制
裁
を
順
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

(70) 

し
う
る
。

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

~ 
（
七
九
五
）



そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
裁
判
所
は
、
罰
金
刑
が
一
定
の
期
間
内
に
支
払
わ
れ
な
い
場
合
に
指
定
し
た
期
日
に
裁
判
所
に
出
頭
す
る
よ
う
条

(82) 

件
付
け
る
誓
約
書
付
き
又
は
誓
約
書
な
し
の
保
証
金
を
差
入
れ
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
保
証
金
の
差
入
れ
に
よ
り
、

支
払
猶
予
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
直
ち
に
又
は
一
―

1
0
日
を
超
え
な
い
指
定
し
た
期
日
ま
で
に
罰
金
刑
を
支
払
う
よ
う
指
示
す
る

命
令
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
命
令
は
、
後
述
の
差
押
え
令
状
の
発
付
と
並
行
し
て
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
犯
罪
者
が
経
済
状
態

の
変
化
を
裁
判
所
に
通
知
す
る
か
、
又
は
、
支
払
期
限
の
延
長
を
申
立
て
た
場
合
、
裁
判
所
は
調
査
を
行
な
い
、
支
払
期
限
の
延
長
又
は

(83) 

分
割
払
の
額
の
変
更
若
し
く
は
分
割
払
の
回
数
の
変
更
を
命
令
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、
裁
判
所
は
、
調
査
の
た
め
に
、
召
喚
令

(84) 

状
や
逮
捕
令
状
を
発
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
犯
罪
者
が
経
済
状
態
の
変
化
を
裁
判
所
に
通
知
せ
ず
、
支
払
期
限
の
延
長
も
申
立
て
な
い

(85) 

場
合
で
、
支
払
が
な
い
と
き
に
は
、
新
た
な
調
査
な
く
し
て
、
直
ち
に
収
容
令
状

(
w
a
r
r
a
n
t
of c
o
m
m
i
t
t
a
l
)

が
発
付
さ
れ
る
。

に
支
払
義
務
が
発
生
ず
る
。

国
庫
へ
の
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
多
頷
の
法
定
が
な
い
犯
罪
類
型
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
場
合
、
過
度
な

(76) 

(excessive)

も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
額
の
賦
科
も
許
さ
れ
る
。
ま
た
、
額
が
法
定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
法
律

(77) 

上
、
明
文
の
禁
止
規
定
が
な
け
れ
ば
、
減
額
し
て
賦
科
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
拘
禁
刑
と
罰
金
刑
が
法
定
刑
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
類
型

(78) 

の
場
合
、
刑
種
の
選
択
は
、
法
律
上
、
特
別
の
規
定
が
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
述
の
よ
う
に
、
原
則
と

し
て
、
拘
禁
刑
に
代
え
て
罰
金
刑
を
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

(80) 

裁
判
所
は
、
罰
金
額
を
判
断
す
る
際
に
、
犯
罪
者
の
経
済
状
態
の
調
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
罰
金
刑
の
支
払
を
分
割
払
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
分
割
払
の
支
払
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
未
払
額
全
額
に
つ
い
て
直
ち

3
．

罰

金

刑

関
法

第
五
八
巻
五
号

三
四

（
七
九
六
）



犯
罪
者
以
外
で
、
差
押
え
ら
れ
た
財
産
の
全
部
又
は
一
部
の
権
限
を
有
す
る
者
又
は
法
的
若
し
く
は
衡
平
法
上
の

を
有
す
る
者
は
、
当
該
財
産
が
売
却
さ
れ
、
そ
の
売
却
益
に
つ
い
て
裁
判
所
か
ら
の
通
知
を
受
領
す
る
ま
で
に
、
書
面
に
よ
り
、
裁
判
所

に
当
該
財
産
の
差
押
え
に
対
す
る
異
議
申
立
て
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
異
議
申
立
て
の
際
に
、
申
立
人

(
o
b
j
e
c
t
o
r
)

は
、
申
立
て

の
性
質
と
内
容
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明
し
、
申
立
て
の
対
象
と
な
る
財
産
の
価
値
を
宣
誓
供
述
書

(
a
f
f
i
d
a
v
i
t
)

に
よ
り
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
通
知
を
受
領
し
た
裁
判
所
は
、
書
面
で
令
状
の
執
行
を
行
な
う
職
員
に
対
し
て
、
執
行
手
続
の
停
止
を
命
じ
る
一
方
、
申

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

と
が
で
ぎ
る
。

三
五

(
e
q
u
i
t
a
b
l
e
)

利
益

加
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
裁
判
所
は
、
罰
金
刑
の
言
渡
し
の
際
に
、
罰
金
刑
の
不
払
に
対
し
て
、
令
状
を
発
付
し
て
犯
罪
者
の
不
動
産
若
し

く
は
動
産
の
差
押
え

(
d
i
s
t
r
e
s
s
)

又
は
売
却

(
s
a
l
e
)

に
よ
る
価
額
の
徴
収
を
行
な
い
う
る
こ
と
と
、
拘
禁
刑
を
科
し
う
る
こ
と
の
一
方

(86) 

又
は
両
方
を
合
わ
せ
て
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
財
産
の
差
押
え
及
び
売
却
に
よ
っ
て
、
犯
罪
者
や
そ
の
家
族
の
生
活
が
著
し
く

困
窮
し
た
り
、
差
押
え
の
対
象
と
な
る
財
産
が
な
か
っ
た
り
、
他
の
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
裁
判
所
が
思
料
す
る
場
合
、
差
押
え
令
状
の

発
付
に
代
え
て
、
又
は
、
差
押
え
令
状
の
発
付
後
に
、
収
容
令
状
に
よ
り
、
未
払
の
罰
金
額
に
応
じ
た
後
述
の
期
間
、
刑
務
所
に
収
容
す

(87) 

る
こ
と
が
で
き
る
。

(88) 

罰
金
刑
の
不
払
に
対
し
て
、
差
押
え
令
状
が
発
付
さ
れ
た
場
合
、
犯
罪
者
の
所
有
ず
る
動
産
又
は
不
動
産
が
差
押
え
ら
れ
る
。
犯
罪
者

(89) 

は
、
令
状
の
執
行
を
行
な
う
職
員
に
未
払
の
罰
金
額
及
び
差
押
え
の
経
費
の
額
を
支
払
い
、
売
却
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
令
状
の
執
行
を
行
な
う
職
員
が
、
令
状
に
記
載
さ
れ
た
金
銭
と
そ
の
経
費
の
徴
収
の
た
め
の
財
産
を
全
く
発
見
で
き
な
か
っ
た

(90) 

又
は
十
分
な
財
産
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
所
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
罰
金
額
及
び
差
押
え
な
ど
に
要

ず
る
経
費
の
額
が
直
ち
に
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
、
収
容
令
状
に
よ
り
、
未
払
の
罰
金
額
に
応
じ
た
後
述
の
期
間
、
刑
務
所
に
収
容
す
る
こ

（
七
九
七
）



N
N
D
（
約
一
六
0
0
円
）
を
超
え
て
四
O
N
N
D
（
約
三
二

0
0
円
）
以
下
の
場
合
は
最
長
二
月
、
四
O
N
N
D

下
の
場
合
は
最
長
―
四
日
、
四
N
N
D

（
約
一
六
0
0
円
）
以
下
の
場
合
は
最
長
六
週
、
二

O

で
は
、
二

N
N
D

（
約
一
六
0
円
）
以
下
の
場
合
は
最
長
七
日
、
二

N
N
D
（
約
一
六
0
円
）
を
超
え
て
四
N
N
D

場
合
は
最
長
三
月
、
二

O
O
N
N
D

（
約
三

0
0
円
）
以
下
の
場
合
は
最
長
六
週
、
八
O
S
I
D

D
 

第
五
八
巻
五
号

（
七
九
八
）
(92) 

立
人
に
対
し
て
、
指
定
し
た
期
日
に
裁
判
所
に
出
頭
し
、
申
立
て
内
容
を
立
証
す
る
よ
う
指
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
申

立
て
の
内
容
を
調
査
し
、
差
押
え
時
に
、
対
象
と
な
る
財
産
が
犯
罪
者
に
所
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
犯
罪
者
が
占
有
を
委
託
さ
れ

て
い
た
場
合
、
賃
借
権
に
基
い
て
占
有
さ
れ
て
い
た
場
合
、
他
の
者
が
犯
罪
者
か
ら
賃
借
し
て
い
た
場
合
、
犯
罪
者
が
そ
の
名
義
や
実
質

に
お
い
て
そ
の
全
て
を
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
な
ど
、
全
部
又
は
一
部
の
差
押
え
が
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
、
全
部
又
は
適

(93) 

切
と
思
料
す
る
範
囲
で
差
押
え
を
取
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
他
、
申
立
人
が
提
出
又
は
指
摘
し
た
証
拠
な
ど
を
調
べ
る
た
め
、

(94) 

指
定
し
た
期
日
に
聴
聞
を
行
な
い
、
差
押
え
の
適
否
を
判
断
し
、
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
ぎ
に
は
、
差
押
え
を
取
消
す
。
指
定
さ

れ
た
期
日
に
申
立
人
が
出
頭
し
な
か
っ
た
と
き
や
、
調
査
や
聴
聞
で
申
立
人
の
主
張
が
妥
当
で
な
い
と
判
断
さ
れ
た
と
き
に
は
、
裁
判
所

(95) 

は
、
対
象
と
な
る
財
産
の
売
却
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
適
切
と
思
料
す
る
費
用
を
申
立
人
に
負
担
す
る
よ
う
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

差
押
え
ら
れ
た
財
産
の
売
却
に
あ
た
っ
て
、
罰
金
額
が
動
産
の
売
却
益
だ
け
で
充
当
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
不
動
産
を
売

(96) 

却
し
て
は
な
ら
な
い
。

罰
金
刑
の
不
払
に
対
す
る
拘
禁
刑
の
期
間
は
、

（
約
三

0
円
）
を
超
え
て
四
S
I
D

（
約
―
―

1
0
0
円
）
を
超
え
て
二

O
O
S
I
D

(97) 

（
約
三

0
0
0
円
）
を
超
え
る
場
合
は
最
長
六
月
と
さ
れ
て
い
る
。
キ
リ
バ
ス
共
和
国
と
ツ
ヴ
ァ
ル

（
約
ニ
ニ

0
円
）
を
超
え
て
―

-
O
N
N
D

（
約
三

0
0
0
円
）
以
下
の

（
約
三
二

0
円
）
以

（約一―――

1
0
0
円）

（
約
六

0
円
）
以
下
の
場
合
は
最
長
―
四
日
、
四
S
I
D
（
約
六
0
円
）
を
超
え
て
二

O
S
I
D

関
法

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
は
、
―

-
S
I
D
（
約
三

0
円
）
以
下
の
場
合
は
最
長
七
日
、
二

S
I

三
六



ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
ハ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

罰
金
刑
の
不
払
に
対
し
て
、

を
超
え
て
五

O
N
N
D

（
約
八

0
0
0
円
）
以
下
の
場
合
は
最
長
六
月
、

(98) 

以
下
の
場
合
は
最
長
―
二
月
と
さ
れ
て
い
る
。

罰
金
刑
の
不
払
に
よ
る
拘
禁
刑
の
執
行
中
に
罰
金
額
及
び
経
費
の
額
が
支
払
わ
れ
た
場
合
、
他
の
理
由
で
の
拘
禁
刑
が
併
科
さ
れ
て
い

(99) 

な
け
れ
ば
、
犯
罪
者
は
直
ち
に
釈
放
さ
れ
る
。
ま
た
、
か
か
る
拘
禁
刑
の
執
行
中
に
罰
金
額
及
び
経
費
の
額
の
一
部
を
支
払
っ
た
場
合
、

(100) 

拘
禁
刑
の
期
間
は
、
罰
金
額
及
び
経
費
の
額
の
総
額
に
対
す
る
支
払
額
の
割
合
に
応
じ
て
減
じ
ら
れ
る
。
犯
罪
者
が
か
か
る
拘
禁
刑
の
満

期
ま
で
服
役
し
た
場
合
、
罰
金
刑
の
支
払
義
務
が
消
滅
す
る
た
め
、
裁
判
所
は
差
押
え
令
状
を
発
付
し
、
徴
収
を
行
な
う
こ
と
は
で
き
な

(101) 

く
な
る
。

被
害
弁
償
命
令
同
様
、

-
O
O
N
N
D
 

―二七

（
約
四

0
0
0
円
）
を
超
え
て
一

O
O
N
N
D

（
約
八

0
0
0
円
）
を
超
え
て
二

O
O
N
N
D

一
六
歳
未
満
の
者
が
犯
罪
を
行
な
い
、
罰
金
刑
が
科
さ
れ
る
場
合
、
親
又
は
監
護
者
に
支
払
が
命
じ
ら
れ
、
親

(102) 

又
は
監
護
者
が
差
押
え
を
受
け
、
不
払
を
理
由
に
拘
禁
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

多
額
の
法
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
許
容
さ
れ
て
い
る
が
、
罪
刑
法
定
主
義
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
妥
当
で
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
犯
行
当
時
一
六
歳
未
満
の
者
に
代
わ
っ
て
、
視
又
は
監
護
者
が
罰
金
刑
の
支
払
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

(103) 

被
害
弁
償
命
令
同
様
、
刑
事
制
裁
の
一
身
専
属
性
に
反
し
、
不
当
て
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

罰
金
刑
の
不
払
に
対
す
る
拘
禁
刑
を
賦
科
し
な
い
よ
う
量
刑
時
に
選
択
で
き
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
不
払
に
対
し
て
拘
禁

刑
が
科
さ
れ
う
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
が
調
査
を
行
な
い
、
拘
禁
刑
を
科
さ
な
い
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
場
合
、

や
法
の
下
の
平
等
（
憲
法
―
四
条
一
項
）

一
律
に
労
役
場
留
置
と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
(104) 

に
違
反
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
国
の
規
定
は
大
い
に
参
考
に
な
ろ
う
。

（
七
九
九
）

（
刑
法
一
八
条
一
項
）
、
適
正
手
続
保
障
（
憲
法
一
ニ
―
条
）

（
約
一
六

0
0
0
円）

（
約
四

0
0
0
円
）
以
下
の
場
合
は
最
長
一
二
月
、
五

O
N
N
D



5
．
居
所
指
定
命
令

第
五
八
巻
五
号

収
賄
罪

(
c
o
r
r
u
p
t
i
o
n
)

な
ど
の
犯
罪
の
遂
行
に
関
連
し
た
、
犯
罪
者
の
所
有
又
は
占
有
す
る
財
産

(
p
r
o
p
e
r
t
y
)

を
国
家
が
剥
奪
す

(105) 

る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
裁
判
所
が
他
の
刑
事
制
裁
に
追
加
し
て
又
は
代
え
て
賦
科
で
き
る
。
当
該
財
産
が
没
収
で
き
な
い
又
は

発
見
で
き
な
い
場
合
、
裁
判
所
は
財
産
の
価
額
を
評
価
し
て
そ
の
価
額
を
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
没
収
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
価
額

の
剥
奪
は
、
罰
金
刑
の
支
払
と
同
様
の
方
法
に
よ
り
執
行
さ
れ
う
る
。
没
収
さ
れ
た
財
産
又
は
金
銭
は
、
裁
判
所
に
よ
り
指
示
さ
れ
る
方

没
収
が
で
き
な
い
場
合
に
初
め
て
価
額
で
の
没
収
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
点
は
、
没
収
で
き
な
い
場
合
に
初
め
て
価
額
を
追
徴
で
き
る

（
刑
法
一
九
条
の
二
）

と
す
る
我
が
国
の
没
収
刑
と
追
徴
刑
の
関
係
と
同
じ
で
あ
る
と
言
え
る
。

(106) 

我
が
国
で
も
、
こ
れ
ら
の
国
の
よ
う
に
、
没
収
刑
を
独
立
し
て
賦
科
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

(107) 

そ
の
者
が
従
来
居
住
し
て
い
た
又
は
そ
の
他
の
一
定
の
場
所
又
は
島
に
移
動
し
、
居
住
す
る
よ
う
命
じ
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
で
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
高
等
裁
判
所
又
は
治
安
判
事
裁
判
所
が
、
他
の
刑
事
制
裁
に
追
加
し
て
又
は
代
え
て
、
賦
科
す
る
こ

(108) 

と
が
で
き
る
。
そ
の
期
間
は
、
最
長
一
年
で
あ
る
。
拘
禁
刑
と
併
科
さ
れ
る
場
合
、
拘
禁
刑
の
執
行
後
に
本
命
令
が
執
行
さ
れ
る
。
本
命

(109) 

令
に
違
反
し
た
場
合
、
六
月
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
託

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
同
お
キ
リ
バ
ス
共
和
国
や
ツ
ヴ
ァ
ル
で
は
、
小
規
模
な
島
嶼
国
家
ゆ
え
に
、
比
較

的
小
さ
な
地
域
共
同
体
が
多
く
、
本
命
令
の
実
効
性
が
確
保
さ
れ
や
す
い
と
い
う
事
情
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
軽
微
事
犯
や
他
害
性
の
乏
し

法
に
よ
り
処
分
さ
れ
る
。

．
几
又、1

4
 

関
法

収

三
八

（八

0
0
)



7
．
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン

持
し
6
．

平

穏

維

持

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

い
者
の
刑
務
所
へ
の
収
容
を
回
避
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
九

ル
よ
り
も
人
口
が
多
く
、
犯
罪
者
に
対
す
る
周
囲
の
目
が
行
き
届
き
に
く
い
た
め
に
、
本
命
令
の
実
効
性
が
確
保
さ
れ
難
い
と
い
う
事
情

裁
判
所
が
適
切
で
あ
る
と
思
料
す
る
額
の
保
証
金
と
と
も
に
又
は
な
し
に
、
誓
約
書
を
差
入
れ
さ
せ
、
二
年
以
内
の
期
間
、
平
穏
を
維

(lll) 

(
k
e
e
p
 t
h
e
 p
e
a
c
e
)
、
華
口
行

(
g
o
o
d
b
e
h
a
v
i
o
u
r
)

を
但
匝
持
す
ノ
る
よ
う
条
件
付
け
る
刑
事
制
裁
て
あ
る
。
六
月
以
上
の
拘
禁
刑
が

科
さ
れ
た
場
合
を
除
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
裁
判
所
が
他
の
刑
事
制
裁
に
代
え
て
又
は
追
加
し
て
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
保
証
金
の
納
付

が
命
じ
ら
れ
た
場
合
、
保
証
金
と
と
も
に
誓
約
書
を
差
入
れ
る
ま
で
、
拘
禁
す
る
よ
う
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、

六
月
を
超
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
平
穏
維
持
や
善
行
保
持
が
で
ぎ
な
か
っ
た
場
合
、
保
証
金
は
没
取
さ
れ
る
。

誓
約
書
や
保
証
金
に
よ
り
心
理
的
に
再
犯
予
防
を
強
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
保
証
金
の
納
付
が
命
じ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
納
付
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
拘
禁
を
行
な
う
こ
と
か
ら
、
拘
禁
刑
の
代
替
策
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、

ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
似
た
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
宜
告
猶
予
に
近
い
中
間
的
な

処
分
で
あ
る
の
に
対
し
、
平
穏
維
持
は
終
局
的
な
処
分
で
あ
る
点
で
異
な
る
。

裁
判
所
が
適
切
で
あ
る
と
思
料
す
る
額
の
保
証
金

(
s
u
r
e
t
y
)

と
と
も
に
又
は
な
し
に
、
誓
約
書
を
差
入
れ
さ
せ
、
二
年
以
内
の
期
間
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

一
方
、

（八

O
-
）

か
か
る
拘
禁
がし、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
は
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
や
ツ
ヴ
ァ



ル
で
は
上
席
治
安
判
事
裁
判
所
以
上
の
裁
判
所
が
該
当
す
る
。

は
治
安
判
事
裁
判
所
の
治
安
判
事
長
官
に
よ
る
裁
判
と
高
等
裁
判
所
以
上
の
裁
判
所
が
、

キ
リ
バ
ス
共
和
国
で
は
全
裁
判
所
が
、

8
．

警

察

監

視 第
五
八
巻
五
号

（八

0
二）

ツ
ヴ
ァ (112) 

一
定
の
条
件
を
遵
守
さ
せ
つ
つ
、
社
会
内
で
犯
罪
者
に
生
活
を
送
ら
せ
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。

犯
罪
の
性
質
や
被
告
人
の
性
格
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
事
情
に
鑑
み
、
あ
ら
ゆ
る
裁
判
所
が
他
の
刑
事
制
裁
に
代
え
て
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
裁
判
所
は
、
対
象
者
が
誓
約
書
の
条
件
に
違
反
し
て
い
る
と
考
え
る
場
合
に
は
、
い
つ
で
も
、
そ
の
拘
束

(
a
p
p
r
e
h
e
n
s
i
o
n
)

の
た

(113) 

め
の
令
状
を
発
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
拘
束
を
受
け
た
場
合
、
直
ち
に
、
対
象
者
は
令
状
を
発
付
し
た
裁
判
所
に
連
行
さ
れ
る
。

裁
判
所
は
、
聴
間
を
行
な
い
、
対
象
者
が
出
頭
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
十
分
な
確
証
が
得
ら
れ
、
保
釈
を
認
め
る
ま
で
、
拘
束
す
る
こ
と

(114) 

が
で
き
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
国
に
お
い
て
は
、
善
行
保
持
と
似
た
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
平
穏
維
持
は
終
局
的
な
処
分
で
あ

る
の
に
対
し
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
宣
告
猶
予
に
近
い
中
間
的
な
処
分
で
あ
る
点
で
異
な
る
。

毎
月
、
警
察
官
に
指
示
さ
れ
た
日
時
又
は
高
等
裁
判
所
長
官
が
定
め
た
規
則

(
r
e
g
u
l
a
t
i
o
n
;
rule)

が
指
定
す
る
日
時
に
、
居
住
場

(115) 

所
に
最
も
近
い
警
察
署
の
警
察
官
及
び
規
則
が
定
め
た
者
に
生
活
状
態
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
―
―
一
年
以
上
の
拘
禁

刑
に
あ
た
る
犯
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
た
者
が
再
度
三
年
以
上
の
拘
禁
刑
に
あ
た
る
犯
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
た
場
合
、
拘
禁
刑
の
言
渡
し
と

と
も
に
、
拘
禁
刑
の
満
期
後
五
年
以
内
の
期
間
で
賦
科
で
き
る
。
―
―
一
年
以
上
の
拘
禁
刑
を
賦
科
で
き
る
裁
判
所
に
は
、

報
告
を
拒
否
し
た
り
、
怠
っ
た
り
し
た
場
合
、
最
善
の
行
動
を
し
よ
う
と
努
力
し
た
こ
と
を
裁
判
所
で
証
明
し
た
場
合
を
除
い
て
、
犯

平
穏
を
維
持
し
、
善
行
を
保
持
す
る
よ
う
‘

関
法

四
〇

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で



ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

9
．
社
会
奉
仕
命
令

四

(
p
u
b
l
i
c
 officer) 

（
更
生
保
護
法
四
九
条
一
項
）
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

の
監
督
の
下
で
、
無

一
定
地
域
の
居
住
や
立
入
り
の
制
限
や
無
令
状
で
の

我
が
国
で
は
、
旧
刑
法
（
明
治
一
三
年
太
政
官
布
告
三
六
号
）
が
附
加
刑
と
し
て
監
視
を
定
め
て
い
た

(118) 

一
条
）
。
そ
の
改
正
作
業
に
お
い
て
、
再
三
、
そ
の
問
題
性
が
指
摘
さ
れ
、
現
行
刑
法
で
は
、
刑
罰
で
は
な
く
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
監

視
は
、
再
犯
予
防
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
監
視
規
則
の
要
求
が
煩
雑
で
あ
る
上
、

捜
索
•
差
押
さ
え
が
可
能
で
あ
る
な
ど
被
監
視
者
の
自
由
を
著
し
く
制
限
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
再
犯
よ
り
も
監
視
の
条
件
違
反
に

(119) 

よ
り
検
挙
さ
れ
る
者
が
増
加
し
、
そ
の
目
的
に
反
す
る
結
果
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
警
察
に
よ
る
統
制
よ
り
も
、
保
護
観
察
に
よ
り
、

指
導
監
督
し
つ
つ
、
補
導
援
護
を
行
な
う
こ
と

(
1
0
条
四
号
、
三
七
条
ー
四

中
央
政
府
又
は
地
方
政
府
委
員
会

(
c
o
u
n
c
i
l
)

の
職
員
で
あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
オ
フ
ィ
サ
ー

(120) 

給
の
労
働
を
行
な
う
よ
う
求
め
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
拘
禁
刑
に
当
た
る
犯
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
た
場
合
、
罰
金
刑
の
不
払
に
よ
り
拘
禁

さ
れ
る
場
合
、
裁
判
所
の
命
令
を
遵
守
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
り
拘
禁
さ
れ
る
場
合
、
あ
ら
ゆ
る
裁
判
所
が
、
他
の
刑
事
制
裁
に

代
え
て
、
本
命
令
を
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
期
間
は
、
四

0
日
以
上
一
五

0
日
以
内
と
さ
れ
て
お
り
、
複
数
の
犯
罪
で
有
罪
認

(121) 

定
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
変
わ
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
当
該
事
件
の
状
況
に
応
じ
て
、
犯
罪
者
の
善
行
を
保
持
さ
せ
る
た
め
に
、
又

(122) 

は
、
同
種
又
は
別
種
の
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
に
、
居
所
の
指
定
な
ど
の
条
件
を
付
し
う
る
。

対
象
者
が
労
働
を
怠
っ
た
り
、
条
件
に
従
わ
な
か
っ
た
り
、
不
適
切
な
行
動
を
と
っ
た
り
し
た
場
合
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
オ
フ
ィ
サ
ー
は
、

(123) 

召
喚
令
状
又
は
裁
判
所
に
出
頭
す
る
よ
う
命
ず
る
令
状
の
発
付
を
命
令
を
出
し
た
裁
判
所
に
申
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、

(117) 

罪
と
さ
れ
、
六
月
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
さ
れ
る
。

（八

0
三）



刑
が
消
滅
す
る
。

き
こ
ま
、

9
u
・r,

第
五
八
巻
五
号

裁
判
所
は
、
命
令
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
、
取
消
し
と
と
も
に
命
令
が
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
科
さ
れ
る
べ
き
刑
事
制
裁
を
犯
罪
者
に

我
が
国
で
も
、
自
由
刑
受
刑
者
の
う
ち
、
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
軽
微
な
財
産
犯
で
の
頻
回
受
刑
者
な
ど
へ
の
適
用
を
目
指
し
て
、

(124) 

保
護
観
察
の
適
用
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
社
会
奉
仕
命
令
を
導
入
す
る
べ
き
で
あ
る
。

刑
務
所

(
p
r
i
s
o
n
)

（八

0
四）

(125) 

に
拘
禁
す
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
重
労
働

(
h
a
r
d
l
a
b
o
u
r
)

を
行
な
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
無
期
又
は
有
期

と
さ
れ
て
お
り
、
通
常
、
無
期
か
有
期
か
を
裁
判
所
が
選
択
で
き
る
が
、
反
逆
罪

(
t
r
e
a
s
o
n
)

(126) 

は
、
絶
対
的
無
期
刑
と
さ
れ
て
い
る
。

や
謀
殺
罪

(
m
u
r
d
e
r
)

な
ど
に
つ
い
て

(127) 

絶
対
的
無
期
刑
の
犯
罪
類
型
の
場
合
を
除
い
て
、
拘
禁
刑
に
付
加
し
て
又
は
代
え
て
罰
金
刑
を
賦
科
で
き
る
。

法
律
上
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
を
除
き
、
刑
の
言
渡
し
の
際
に
、
拘
禁
刑
の
執
行
開
始
日
を
合
わ
せ
て
宣
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

(128)

（

129) 

い
。
刑
の
執
行
の
た
め
に
必
要
な
令
状
は
、
量
刑
を
行
な
っ
た
裁
判
官
又
は
治
安
判
事
裁
判
所
又
は
そ
の
職
務
代
行
者
が
発
付
で
き
る
。

(130) 

拘
禁
後
に
逃
走
し
た
場
合
、
刑
期
は
進
行
し
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

裁
判
所
は
、
別
罪
で
宣
告
猶
予

(
s
u
s
p
e
n
d
e
d
s
e
n
t
e
n
c
e
)
 
と
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
、
二
年
以
内
の
拘
禁
刑
の
量
定
を
行
な
っ
た
と

(131) 

一
年
以
上
二
年
以
内
の
期
間
、
刑
の
宣
告
猶
予
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
刑
の
量
定
を
済
ま
せ
て
お
く
形
式
の
宣
告
猶
予
で

あ
る
。
宣
告
猶
予
期
間

(
o
p
e
r
a
t
i
o
n
a
l
p
e
r
i
o
d
)

内
に
犯
罪
者
が
新
た
に
拘
禁
刑
に
あ
た
る
犯
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば
、
原
量

刑

一
方
、
宜
告
猶
予
期
間
内
に
犯
罪
者
が
新
た
に
拘
禁
刑
に
あ
た
る
犯
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
た
場
合
、
①
原
期
間
を
変
更

o．
匈

l

1

 禁

賦
科
す
る
こ
と
に
な
る
。

関
法

四



ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
及
び
ツ
ヴ
ァ
ル
の
刑
事
制
裁

す
る
こ
と
な
く
、
宣
告
猶
予
を
継
続
す
る
、
②
原
宣
告
猶
予
を
変
更
し
、
変
更
の
日
か
ら
二
年
以
内
を
満
期
と
す
る
宣
告
猶
予
期
間
を
新

た
に
設
定
す
る
、
③
宣
告
猶
予
を
取
消
し
、
原
量
刑
の
期
間
よ
り
も
短
い
期
間
で
拘
禁
刑
を
言
渡
ず
、
④
キ
リ
バ
ス
共
和
国
に
お
い
て
は
、

(132) 

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
原
量
刑
の
拘
禁
刑
に
代
え
て
社
会
奉
仕
命
令
を
言
渡
す
と
い
う
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
宣
告
猶
予
が
取
消
さ

れ
、
拘
禁
刑
が
言
渡
さ
れ
た
場
合
、
新
た
に
有
罪
認
定
さ
れ
た
犯
罪
に
対
す
る
拘
禁
刑
と
の
執
行
の
先
後
関
係
も
言
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な

(133) 

ら
な
い
。

さ
ら
に
、

面）

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
は
、
宣
告
猶
予
と
す
る
場
合
、
宣
告
猶
予
監
視
命
令
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
宣
告

(135) 

猶
予
監
視
命
令
の
期
間
は
、
宣
告
猶
予
の
期
間
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
裁
判
所
が
必
要
で
あ
る
と
思
料
す
る
居
所
に
つ
い
て
の

(136) 

条
件
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
対
象
者
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー

ず
、
住
所
を
変
更
す
る
際
に
は
、

な
か
っ
た
り
、
住
所
変
更
の
通
知
を
し
な
か
っ
た
り
す
る
と
い
う
情
報
を
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
裁
判
所
に
提
供
し
た
場
合
、

(138) 

裁
判
所
は
、
召
喚
令
状

(
s
u
m
m
o
n
)

を
発
付
し
、
対
象
者
を
裁
判
所
に
召
喚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー

(139) 

が
書
面
で
情
報
を
提
供
し
、
宣
誓
を
行
な
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
逮
捕
令
状
を
発
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
象
者
が
指
示
に
従
わ
な

――-
O
O
S
I
D
 

四
の
指
示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

(137) 

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
象
者
が
指
示
に
従
わ

か
っ
た
り
、
住
所
変
更
の
通
知
を
し
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
命
令
を
継
続
す
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、

(140) 

（
約
四
五

0
0
円
）
以
下
の
罰
金
刑
を
科
し
う
る
。

―
四
歳
未
満
の
少
年
に
つ
い
て
は
、
拘
禁
刑
を
科
し
え
ず
、
重
大
な
非
行
事
実
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に

(141) 

は
、
代
替
す
る
施
設
に
収
容
さ
れ
る
。

拘
禁
刑
が
絶
対
的
法
定
刑
と
な
っ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
罰
金
刑
で
代
替
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
事
案
に
応
じ
て
、
拘

な
お
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
は
、

(
p
r
o
b
a
t
i
o
n
 officer) 

（八

0
五）
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